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1.　はじめに

近年，理数系に関して能力の高い学習者を育てる必

要性が注目されている．文部科学省により 2002 年度

から「スーパーサイエンスハイスクール（SSH）」（1）が，

独立法人科学技術振興機構（JST）により 2008 年度～

2011 年度「未来の科学者養成講座」，2012 年度から

「次世代科学者育成プログラム」（2）などが実施されて

きた．しかし，これらは中・高校生以上が対象であっ

た．J.S. ブルーナーは形式的操作の段階に入る 10 ～

14 歳程度の子どもについて「科学的概念を教えるに

は，小学校の水準においてさえも，子どもの認知力が

発達する自然の経路に盲従する必要はない．科学的概

念は，教え方によっては，子どもをさらに先に向かっ

て発達させるように彼を励ますものであって，しかも

彼が使いこなせる機会を提供することによって，彼の

知的発達を促すのである」（3）と述べており，小学生に

おいても高度な科学教育が実現できることを示唆して

いる．

本研究では，小学校児童向けにフローチャートの解

読と作成を通して論理的思考力を育成することを目指

したシステムを開発した．また，このシステムを小学

校児童に用いてもらうことで，（1）このシステムを

用いたフローチャートの読解・作成活動を小学校児童

が行えることと，（2）この活動を行った児童では論

理的思考力が必要とされる問題に対する成績が向上す

ること，を実験的に検証した．これらのことから，本

システムが小学校児童の論理的思考力の向上に貢献し

うることが示唆された．なお本システムの対象は，中

高生を対象とした前述の試みと同様に，一般的な児童

ではなく，理数に関して高い関心を持っている児童を

対象としたものとなっている．また，ここでフロー

チャートとは現象や文章の論理展開を図示した有向グ

ラフを指す．

2.　関連研究

フローチャートの解読と作成を学習者に行わせるシ

ステムとして，タイルを組み合わせてフローチャー

トを作成し， オブジ ェ クトを動かす「 ことだま�on�

Squeak」システムがある（4）．このシステムでは学習

者は自由にオブジェクトを作成し，フローチャートに

従ってオブジェクトを動かすことができるが，達成す

べき課題，すなわちオブジェクトの目標地点があらか

じめ提示される形式をとっていない．その結果，学習

者は最初に目標地点に達するためのフローチャートを


